
 

第３２回 番組審議会議事録 

 

 

１．開催日時   平成 28年 6月 1日 

２．開催場所   Y2ぷらざ 3階研修室 

３．委員出席   委員総数  6名 

         出席委員数 4名 

   

出席委員   鈴木 信好     委員長 

土田 百合子    委 員 

                佐々木 隆一    委 員 

                菊地 清志     委 員 

         欠席委員   岡部 えり子    副委員長 

                佐藤 誠一     委 員 

 

       

 ◎横手コミュニティ FM放送株式会社 

         出席者 7名 

 

奥山 和彦  代表取締役社長 

高橋 雅博  支援室長 

小笠原 豊  放送局長／番組審議会事務局長 

柴田 優子  編成制作部長 

木匠 一公  支援室長補佐 

高橋 一親  支援室 

細川 正実  営業部／番組審議会事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．審議事項 

（１）4月課題審議  審議番組『グッドモーニングよこて』 

            （5月 16日月曜日 午前 7時～9時 放送分） 

 

【審議委員からの意見・要望】 

  ・若い人の声に聴きなれたせいか岩本さんは第一印象は何歳くらいの方なのかな？と思った。 

  ・曲が前半 2曲後半は 4曲しか流れないので、前半もっと増やせば聴きやすい。 

  ・一年生メッセージ、子どもの声を聴けるいい企画。好きな時間体育、大きくなったらドーナツ

屋さんと同じことが続くのが気になる。 

  ・リスナーからのメッセージが少ない。いただけるようもっと工夫してはどうか？ 

・交通情報、天気と的を得ている。 

・一般道と高速の情報は続けていいのでは？ 

   ・防災インフォメーションなど基本的な知識は何度やってもいい。 

  ・落ちついたイメージ。朝の快活さから言うとめりはりがもっと欲しい。 

  ・昔語り、もっと聴きたい。色が変わると新鮮でいい。 

  ・一年生メッセージは先生の間でも話題になっている。収録した時期と放送する時期にずれが生

じるのではないか？旬の一年生の声を聴ければいいのではないか。 

  ・占い、ローカルなもので良い。 

  ・「だいせんしきょうわ」を「せんだいしきょうわ」と言っていた。すぐに修正できるものは 

   修正を入れて欲しい。 

  ・国道、県道で「○号線」と言っているのと「○号」と言っているところがある。 

  ・AABからのニュースの「アリウープに 3本目のこのダンク」という表現があった。 

これはテレビなら映像があるからわかるが、ラジオでは表現を変えた方がいい。 

   ・山菜取りや火事注意などの季節の情報を入れて欲しい。 

   

【会社側からの回答】 

  ・パーソナリティは岩本さん、60代。話し方は、おっとりしているのが特徴。 

  ・自分の年代に向けて話しているので、ゆっくりな話し方を心掛けている。 

  ・時間の表現は本来なら「7時を過ぎました」等の表現が適当。 

  ・メッセージについては、番組というよりパーソナリティに差がある。今後、同年代の方などの 

   ファンがつけば、増加する可能性はある。 

  ・道路の名称について、県道は名前に、号線/号は号に統一する。 

  ・熊や火事の情報などについては先日、市と警察署と協定を結んだのでこれまで以上に 

   スムーズにお伝えすることができるようになる。 

  ・一年生メッセージは、限られた時間で収録している。話す内容については統一にしている。 

   

 

５．意見の概要の公表 

公表の方法 自社ホームページ（ＵＲＬ）への掲載 

公表の案内 議事の概要 

公表年月日 平成 28年 6月 30日 


